
それは、ちょっとしたチャットのつぶやきから始まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしは、書きこみを見て、A さんのことが心配になって 

きた。本当に新型コロナウイルスに感染してしまったのだろ 

うか。このチャットのことを A さんは、知らない。この書き 

こみを知ったらどう思うだろう。 

 

 そんなことを考えていたら、夕食がおいしく感じられなかった。わたしは、

夕食後に、いっしょに洗いものをしているお母さんに話しかけた。 

 お母さんは、 

 ｢A さん、熱があって休んでいるんでしょ。そんなうわさ話 

にまどわされてはいけないよ。本当に感せんしているとした 

ら、それは、A さんにとって、とてもつらいことなんじゃな 

いかな。｣ 

 そう言いながら、いつものリズムでおさらを洗っていた。わたしは、すすい 

できれいになるおさらをじっと見つめていた。 

 

 次の日、学校に行くと中、登校してきた A さんと目が合った。 


